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町民の皆さまへ
情報ぴっくあっぷ
22年度決算
選挙のお知らせ
まちの話題
浪江のこころ通信 
連絡先一覧・空間放射線量測定結果
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問合せ
申込み
電　話
ファックス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル
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浪
江
町
合
同
慰
霊
祭
を
終
え
て

浪
江
町
長
　
馬
　
場
　
　
　
有

町民の皆さまへ

　
お
元
気
で
す
か
。
今
、
故
郷
浪
江
町
は
鮭
が
遡
上
し
、
川

い
っ
ぱ
い
に
銀
鱗
お
ど
り
、
山
の
木
々
の
葉
は
、
紅
に
染
ま

り
秋
た
け
な
わ
の
季
節
を
迎
え
て
お
る
と
存
じ
ま
す
。
難
儀

な
避
難
生
活
も
８
カ
月
を
超
え
ま
し
た
。
何
と
ぞ
、
強
い
心

を
も
っ
て
周
囲
の
方
々
に
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に

感
謝
し
、
「
和
の
精
神
を
も
っ
て
お
互
い
に
協
調
・
尊
重
し

あ
う
気
持
ち
で
新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
」
を
そ
れ
ぞ
れ
模
索

し
ま
し
ょ
う
。

 

さ
て
、
10
月
16
日
に
は
、
町
の
合
同
慰
霊
祭
を
開
催
し
、

ご
遺
族
の
皆
さ
ま
の
ご
参
列
を
い
た
だ
き
、
犠
牲
と
な
ら
れ

ま
し
た
方
々
に
謹
ん
で
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
し
た
。
遺
族
代

表
と
し
て
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
長
沼
利
紗
子
さ
ん
の

「
そ
れ
で
も
海
は
大
好
き
」
は
、
参
列
者
の
涙
を
さ
そ
い
、

深
い
悲
し
み
と
無
念
さ
が
伝
わ
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
御

霊
に
対
し
町
民
一
丸
と
な
っ
て
強
い
絆
を
守
り
、
新
し
い
浪

江
町
を
再
生
・
創
建
す
る
こ
と
を
お
誓
い
申
し
あ
げ
、
御
霊

が
安
ら
か
に
お
眠
り
い
た
だ
く
よ
う
「
慰
霊
の
塔
」
を
建
立

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

 

ま
た
、
町
を
復
旧
・
復
興
さ
せ
る
目
的
で
「
浪
江
町
復
興

検
討
委
員
会
」
を
町
民
、
有
識
者
、
国
・
県
・
町
職
員
で
組

織
し
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
が
震
災
以
前
の
日
々
の
暮
ら
し

と
生
業
が
で
き
る
よ
う
、
前
に
踏
み
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ま
方
に
は
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
各
種
懇
談
会
等
を
通

し
、
忌
憚
な
い
ご
意
見
・
ご
提
案
・
ご
要
請
を
お
聞
か
せ
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

結
び
に
、
朝
夕
め
っ
き
り
冷
え
込
む
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ま
に
は
十
分
に
体
調
管
理
に
留
意
さ
れ
、
御
健
勝
で
あ

り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

ま
す
。
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11月12日（土）・13日（日）
9:30～15:30

兵庫県姫路市　姫路城周辺にて開催
浪江焼麺太国「なみえ焼そば」も出場
します。
皆さまの応援、よろしくお願いします。

B-1グランプリ in HIMEJI
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つながる こころ

町民の皆さまから寄せられたメッセージをご紹介します。

皆さまからのメッセージお待ちしています。
はがきなどに①メッセージ（100字以内）②氏名（本名
を載せたくない方はその旨と、ペンネームなどを併せて
記入。）③年齢④浪江町の住所⑤避難先住所を明記の上、
郵送してください。

〒964－0904
二本松市郭内一丁目196－1（福島県男女共生センター内）
　浪江町役場二本松事務所「広報なみえメッセージ係」
※お寄せいただいたメッセージは、必ず紹介されるわ
けではありません。

　　行政運営班　　0243－62－0123

半年ぶりの再会で涙あり、笑いあり
9月13日、岳温泉で大堀清流会17名が集ま
りました。それぞれが会うたびに抱き合い涙。
お互いの無事を確認し、話が尽きず、歌や
踊りにと盛大でした。
来年、桜の花が咲くころに再会を約束して
解散しました。　〈陶　富治さん・大堀（郡山市）〉
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平成22年度

決算
　 総務課財政管財係　　0243－62－0123

　平成22年度の決算は、東日本大震災が発生した３月

11日以降、原発事故等による全町避難に伴う災害救助

事務に従事し、多くの事業が未了となり、町有財産の

被害状況も把握できない状況です。

このように前年とは異なる中での決算となりましたが、

その概要をお知らせいたします。

歳入 94億8,822万6千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（前年比 16.7%増）

歳出 88億3,388万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（前年比 15.7%増）

20.220.2％

11.211.2％

28.128.1％

24.424.4％

6.76.7％

5.25.2％

4.24.2％

20.2％
27.527.5％

22.022.0％

14.214.2％

9.59.5％

6.66.6％

6.26.2％

5.95.9％

4.04.0％

0.90.9％

1.91.9％

0.00.0％
1.31.3％

27.5％

22.0％

14.2％

9.5％

6.6％

6.2％

5.9％

4.0％

0.9％

1.9％

0.0％
1.3％

11.2％

28.1％

24.4％

6.7％

5.2％

4.2％

町税
19億1,785万3千円
前年度比　6.0%減

その他
10億5,992万1千円
前年度比　8.4%増

民生費
19億4,496万1千円
前年度比　10.3%増

土木費
8億3,654万2千円
前年度比　10.2%減

衛生費
5億4,978万3千円
前年度比　5.7%増

消防費
3億5,468万2千円
前年度比　8.6%減

議会費
1億1,477万4千円
前年度比　0.1%増

災害復旧費
117万3千円
前年度比　92.1%減

地方交付税
26億6,581万円
前年度比　8.1%増

国庫支出金
23億1,510万5千円
前年度比　153.8%増

県支出金
6億3,699万9千円
前年度比　10.5%減

町債
4億9,169万1千円
前年度比　20.8%減

地方譲与税等
4億84万7千円
前年度比　0.5%減

教育費
24億2,562万1千円
前年度比　216.3%増

総務費
12億5,675万1千円
前年度比　15.6%減

公債費
5億8,610万9千円
前年度比　23.1%減

農林水産業費
5億1,721万円
前年度比　22.2%減

商工費
1億7,096万5千円
前年度比　0.6%減

労働費
7,530万9千円
前年度比　55.1%増

自主財源

依存財源

町税内訳
町　民　税
固定資産税
市町村たばこ税
そ　の　他

7億3,983万3千円
9億6,827万4千円
1億6,447万8千円
4,526万8千円

1億7,868万6千円
1億9,436万1千円
4億9,402万6千円
7,794万2千円
6,565万9千円
4,924万7千円

その他の内訳
繰　入　金
諸　収　入
繰　越　金
使用料及び手数料
分担金及び負担金
財産収入・寄附金
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滞在地（避難先）での不在者投票
　避難などで遠方へ行かれている方は、滞
在地（避難先）で不在者投票をすることが
できます。
　手続きが遅くなりますと投票できなくな
りますので、早めに請求しましょう。
　不在者投票ができる期間
　　　　　　　11月11日（金）～19日（土）

①投票用紙等を請求する　
 ※請求は11月11日以前でもできますので
早めに請求してください。
 先にお送りしている「選挙のお知らせ」
に同封されている「不在者投票請求書兼宣
誓書」に必要事項を記入し、返信用封筒に
入れて、郵送してください。（Ｅメールや
ＦＡＸでの請求はできません）

②投票用紙等を受け取る
 郵送されてきた封筒（投票用紙、投票用
封筒（内封筒と外封筒）、不在者投票証明書）
を受け取ってください。
※不在者投票証明書が入った封筒は絶対に
開封しないでください。
※自宅等で投票用紙に記載しないでください。

③滞在地（避難先）の市区町村で投票する
 滞在地（避難先）の市区町村選挙管理委
員会に受け取った封筒を持参して投票して
ください。
 受付時間、場所および土・日曜日の受付
の有無は、投票する最寄りの選挙管理委員
会にご確認ください。

請求・投票の流れ
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浪江町選挙管理委員会
0243－62－0304

この選挙は、私たちの意見や要望を県政や町政に

反映させるための代表者を選ぶ大切な選挙です。

自分の意志と主張で、私たちの代表に最もふさわ

しい方を選びましょう。

福島県議会議員一般選挙および
浪江町長選挙の投票日です

11月20日（日）



ポンプ車操法の部 県大会出場ポンプ車操法の部 県大会出場ポンプ車操法の部 県大会出場

大堀小

みんなで
　　つかんだ準優勝
10月15日、第５回福島県市町村対抗軟式野

球大会決勝で浪江町代表チームが惜しくも福島

市に敗れ、準優勝しました。

東日本大震災により、選手がばらばらに避難

している中の準優勝に、多くの町民が勇気づけ

られました。

おめでとうございました。

恩 返しを
猪苗代町に避難した官野市郎さん（権現堂）と畠山義

輝さん（川添）に、地域の小中学校の通学路で街頭活動

を行い、児童生徒の安全確保に尽力したとして、猪苗代

町教育委員会から感謝状が贈られました。

お二人は、避難先の猪苗代町に恩返しができればと、

５月から毎朝街頭活動を行っていました。

浪江町消防団員の皆さん、お元気ですか。３月11日から７カ月が過ぎました。

残念ながら消防団員４名が犠牲となり、未だ２名が確認されていません。早期

に発見されることをお祈りします。

９月25日、今後の消防活動をどうするか幹部会を開催しました。また、同日午

後、請戸の災害現場で手を合わせ冥福を祈りました。

今後とも厳しい状況が続くと思いますが、それぞれの家庭を守り、さらに消防

の絆も大切にお願いします。

（平成24年１月、二本松市で浪江町消防団出初式を行

う予定です。） 　　浪江町消防団長　紺野　榮重

音楽に癒されて
10月８日、桑折駅前仮設住宅（桑折町）で浪江町激励コン

サートが開催されました。

佐藤一安さん（立野出身）のご協力により、千葉県内で活

躍の「メディア」「ギターアンサンブルハー

モニー」やプロのギタリスト岩尾　宏さん

が、「高原の駅よ　さようなら」など数

曲を演奏しました。

また、チャリティーの収益によるラ

ジカセ６台が浪江小学校に寄贈されま

した。ありがとうございました。

消防団だより
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10月12日現在、617件２億9,426万
3,589円の義援金が寄せられています。
このうち、１億6,690万円が各世帯へ
配分されています。
皆さまの温かいご支援、ありがとうご
ざいます。

浪江町への
義援金

株式会社ＤＨＣ様から義援金1,456万３千円が届けられました。

あたたかいご支援、ありがとうございました。

ありがとうございました

ポンプ車操法の部 県大会出場ポンプ車操法の部 県大会出場ポンプ車操法の部 県大会出場

10月16日、旧平石小学校仮設住宅（二本松市）で自治会主

催によるいも煮会が開催されました。

仮設住宅の住民や地域の方が集まり、交流を深めました。

10月16日、東和文化センター（二本松市）で

浪江町東日本大震災合同慰霊祭が開かれ遺族ら

410名が出席し、犠牲者の冥福を祈りました。

町では、東日本大震災により184名が犠牲と

なり、未だ８名が行方不明となっています。

慰霊祭では、長沼利紗子さん（双葉高・３年）

が遺族を代表し、別れのことばを述べました。

合同慰霊祭

いも煮会

10月１日、安達運動場仮設住宅（二本松市）に「あだち安

全安心ふれあい広場」が開設されました。

二本松地区交通安全協会油井南部分会により、丸太のいす

17基とベンチ２基が設置され、住民の皆さんの憩いの場と

なっています。

ふれあい広場

10月３日、杉内多目的

運動場（二本松市）に一

樹デイサービスセンター

と本宮運動公園みんなの

原っぱ（本宮市）にリハ・

アクティブセンターＴＡ

ＩＹＯが再開しました。

また、24日に安達運動

場（二本松市）にオンフー

ル双葉デイサービスセン

ターが再開しています。

今後、桑折町に浪江町

デイサービスセンターが

再開予定です。

サポートセンター開所

大堀小

�������������������
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相
馬
市
内
で
開
か
れ
た
会
合
に
出

席
中
、
激
し
い
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
。

幸
い
、
け
が
は
無
か
っ
た
が
、
携
帯

電
話
も
つ
な
が
ら
ず
、
土
木
業
を
営

む
夫
と
次
男
、
南
相
馬
市
内
の
会
社

に
勤
め
る
次
男
の
妻
と
連
絡
が
取
れ

な
か
っ
た
。

「
孫
二
人
（
次
男
の
子
）
は
大
丈
夫

か
…
。」

そ
れ
ぞ
れ
小
学
校
と
幼
稚
園
に
居

る
か
ら
大
丈
夫
と
思
い
つ
つ
心
配
だ

け
が
心
を
よ
ぎ
る
中
、
自
宅
を
目
指

し
た
。
普
通
な
ら
ば
１
時
間
程
度
の

道
の
り
だ
が
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
道

路
が
損
壊
し
、
断
続
的
に
渋
滞
し
て

い
た
。
自
宅
に
着
い
た
の
は
夕
方
、

日
が
暮
れ
た
後
。
家
族
全
員
が
再
会

し
た
の
は
夜
遅
く
に
な
っ
て
か
ら
だ
っ

た
。
自
宅
内
は
家
財
が
散
乱
し
て
い

た
が
、
一
部
屋
を
片
付
け
、
家
族
全

員
が
身
を
寄
せ
合
っ
て
一
夜
を
過
ご

し
た
。

翌
日
、
町
内
に
嫁
い
だ
娘
か
ら
避

難
に
つ
い
て
知
ら
さ
れ
、
家
族
と
と

も
に
南
相
馬
市
内
を
経
て
、
赤
宇
木

に
あ
る
親
戚
宅
に
移
動
し
た
。
そ
し

て
、
15
日
未
明
、
遠
方
へ
の
さ
ら
な

る
移
動
を
決
断
。
親
戚
を
含
め
合
計

10
人
、
自
動
車
４
台
に
分
乗
し
て
姪

が
住
む
茨
城
県
結
城
市
を
目
指
し
た
。

幸
い
、
姪
の
自
宅
に
は
離
れ
が
あ

り
、
そ
こ
に
約
１
カ
月
間
身
を
寄
せ

た
後
、
４
月
下
旬
、
現
在
生
活
し
て

い
る
市
内
の
雇
用
促
進
住
宅
に
落
ち

着
い
た
。
そ
の
後
、
勤
務
先
の
事
業

再
開
の
た
め
次
男
夫
婦
が
南
相
馬
市

内
へ
と
移
っ
た
。
私
た
ち
夫
婦
と
孫

２
人
の
４
人
、
次
男
夫
婦
２
人
、
そ

れ
ぞ
れ
離
れ
離
れ
の
生
活
が
始
ま
っ

た
。震

災
前
ま
で
、
夫
の
営
む
土
木
業

の
事
務
仕
事
を
し
て
い
た
私
は
、
毎

朝
、
現
場
に
出
か
け
る
夫
と
次
男
、

勤
務
先
に
向
か
う
次
男
の
妻
、
学
校

や
幼
稚
園
に
向
か
う
孫
を
送
り
出
し
、

夕
方
ま
た
元
気
に
帰
宅
す
る
の
を
迎

え
る
の
が
日
課
だ
っ
た
。
日
中
、
家

事
を
済
ま
せ
た
後
は
、
買
い
物
が
て

ら
近
所
に
住
む
友
人
と
茶
飲
み
話
に

花
を
咲
か
す
も
の
楽
し
み
だ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
当
た
り
前
と
し

か
思
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
無
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
も
う
半
年
以

上
経
過
し
た
。
そ
の
間
、
一
時
帰
宅

で
浪
江
に
戻
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、

地
震
で
壊
れ
た
ま
ま
の
自
宅
の
中
は
、

風
雨
に
さ
ら
さ
れ
続
け
て
い
る
せ
い

か
、
埃
と
カ
ビ
だ
ら
け
。
変
わ
り
果

て
た
街
と
自
宅
に
呆
然
と
し
た
。

結
婚
以
来
、
夫
と
と
も
に
二
人
三

脚
で
歩
ん
で
き
た
。
次
男
が
家
業
を

継
ぎ
、
孫
も
成
長
し
て
、
よ
う
や
く

こ
れ
か
ら
と
思
っ
て
い
た
。
家
族
６

人
、
平
和
な
日
々
だ
っ
た
。
今
は
、

仕
事
の
た
め
に
離
れ
て
暮
ら
す
次
男

夫
婦
に
代
わ
っ
て
孫
２
人
の
面
倒
を

み
る
日
々
。
今
は
そ
の
孫
の
元
気
な

姿
を
み
る
こ
と
だ
け
が
、
私
と
夫
に

と
っ
て
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
一
日
で
も
早
く
、
家
族
が

離
れ
て
暮
ら
す
日
々
が
終
わ
り
を
告

げ
る
と
き
が
来
る
と
信
じ
て
、
今
、

こ
の
時
を
生
き
て
い
き
た
い
。

山田　洋子さん（権現堂）
取材者：茨城大学大学院  人文科学研究科  川又
取材日：10月12日

いつか家族がそろう日を目指して

　震災発生時、家族全員はそれぞれ仕事や学校で
離れ離れの中、度重なる余震におびえながら必至
に耐えた。日が暮れてから家族は再会。あれから
すでに７カ月。今でも家族は離れて暮らしている。

▲洋子さんと夫・正昭さん
　孫・圭祐くん（左）と拓実くん（右）

茨城県
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　平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そ

して福島第一原子力発電所の事故により、福島県

内外に分散避難した浪江町民。長期化する避難生活、

先の見えない不安の中で、町民の皆さんがどのよ

うな思いで生活し、ふるさとへの思いを抱いてい

るのか。

　こうした町民の思いをつなげるために、“浪江

のこころプロジェクト”が立ち上げられました。

東北圏地域づくりコンソーシアム推進協議会（※）

が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学等の皆さ

んが取材を進め、浪江町との連携のもと「浪江の

こころ通信」が編集・発行されます。

　浪江のこころプロジェクトは、分散避難してい

る町民の皆さんの声を「浪江のこころ通信」を通

してお届けし、ふるさと浪江町がかつての暮らし

を取り戻すことへの願いとこだわりを発信・共有

しようとするものです。

※東北圏地域づくりコンソーシアム推進協議会は、
東北圏（７県）の地域コミュニティ再生や協働
のまちづくりの推進を目的として、大学、ＮＰＯ、
企業、経済団体、行政等が連携したコミュニティ
支援ネットワーク。仙台が本拠地。

浪江の

通信こころ通信通信通信こここここここころころろろ

「浪江のこころ通信／第５号」への
感想をお寄せください。

● 第５号 ●

【連絡先】〒976－0904 福島県二本松市郭内一丁目196－1
男女共生センター内 浪江町役場二本松事務所
　「浪江のこころ通信」宛

FAX.0243－22－4261

�������������������
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浪江のこころ通信

私
は
、
震
災
当
日
は
、
一
人
で
自

宅
に
い
ま
し
た
。
一
時
的
に
高
台
に

あ
る
親
せ
き
宅
に
避
難
、
そ
の
後
、

指
示
の
あ
っ
た
集
会
所
に
移
動
し
、

３
日
間
そ
こ
で
過
ご
し
ま
し
た
。
後

で
、
わ
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
そ
こ

は
一
番
放
射
線
量
の
高
い
場
所
で
し

た
。
国
の
情
報
が
早
く
公
開
さ
れ
て

い
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

自
宅
は
、
地
震
で
半
壊
。
足
の
踏

み
場
も
な
い
く
ら
い
で
、
屋
根
が
壊

れ
雨
漏
り
が
ひ
ど
く
、
大
事
に
し
て

い
た
漢
文
詩
の
自
作
品
、
自
作
小
説
、

農
業
関
係
の
論
文
な
ど
ほ
と
ん
ど
駄

目
に
な
り
、
残
念
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。

先
日
、
一
時
帰
宅
を
し
ま
し
た
が
、

行
く
た
び
に
自
宅
の
崩
壊
は
進
ん
で

い
て
、
今
帰
っ
て
も
住
め
な
い
状
態

で
す
。
そ
ん
な
中
、
自
作
の
漢
詩
を

百
編
集
め
て
編
集
し
た
「
磐
嶺
百
絶
」

が
奇
跡
的
に
雨
に
濡
れ
ず
に
一
冊
だ

け
残
っ
て
い
た
の
は
、
う
れ
し
い
こ

と
で
し
た
。

６
カ
所
目
の
避
難
先
に
な
る
、
こ

の
区
民
住
宅
に
は
長
女
夫
婦
と
３
人

で
４
月
末
に
越
し
て
き
ま
し
た
。
南

相
馬
や
石
巻
か
ら
避
難
し
て
き
た
14

世
帯
が
入
居
、
同
郷
の
方
々
が
近
く

に
い
て
と
て
も
心
強
い
で
す
。
家
主

さ
ん
か
ら
は
、
空
き
室
を
避
難
者
同

士
が
い
つ
で
も
自
由
に
使
え
る
よ
う

に
と
、
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み

ん
な
で
「
と
わ
ル
ー
ム
」
と
名
付
け

て
、
月
に
一
度
、
避
難
者
の
集
い
を

開
く
な
ど
、
避
難
者
家
族
の
交
流
の

場
に
し
て
い
ま
す
。

区
主
催
の
秋
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
無

料
招
待
い
た
だ
く
な
ど
、
品
川
区
か

ら
は
、
各
情
報
を
丁
寧
に
案
内
し
て

い
た
だ
き
、
区
の
対
応
に
は
、
と
て

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
娘
に
は
、「
都

会
に
き
て
、
行
動
的
に
な
っ
た
ね
。」

と
言
わ
れ
ま
す
。
歴
史
や
古
文
書
に

興
味
が
あ
る
の
で
、
品
川
の
寺
院
な

ど
に
積
極
的
に
出
向
い
て
い
ま
す
か

ら
ね
。
弓
道
場
に
も
道
を
尋
ね
な
が

ら
行
き
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
丁
寧
に

教
え
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
住
宅
は
、

来
年
７
月
ま
で
の
条
件
で
提
供
い
た

だ
い
て
い
る
の
で
、
そ
の
後
は
ど
う

な
る
の
か
不
安
も
あ
り
ま
す
。

品
川
の
人
情
に
ふ
れ
、
心
地
よ
く

暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
浪
江

が
恋
し
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

い
つ
も
近
く
に
い
た
兄
弟
と
も
な
か

な
か
会
え
な
い
し
、
浪
江
町
は
「
と

な
り
組
」
の
意
識
の
高
い
土
地
柄
で
、

助
け
合
い
な
が
ら
の
生
活
は
当
た
り

前
で
す
。
野
馬
追
い
な
ど
、
歴
史
あ

る
行
事
も
多
い
浪
江
町
に
、
帰
れ
る

も
の
な
ら
帰
り
た
い
で
す
ね
。

 

矢
野
正
さ
ん
か
ら
の

　
　
　
　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

４
月
末
、
品
川
区
は
じ
め
、

関
係
機
関
団
体
の
厚
意
に
よ
り
、

区
借
上
げ
住
宅
に
て
生
活
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
、
品
川
は
江
戸

時
代
の
名
残
り
と
美
風
を
今
に

伝
え
、
人
情
厚
き
良
い
街
で
、

多
く
の
方
々
の
御
懇
情
に
支
え

ら
れ
、
予
想
だ
に
し
な
か
っ
た

こ
こ
で
の
暮
ら
し
、
人
々
と
の

交
流
は
終
生
忘
れ
得
ま
せ
ん
。

矢野　　正さん（牛渡）
取材者：（特活）ちば市民活動・市民事業サポートクラブ  風間・鍋嶋
取材日：10月17日

人情豊かで、歴史深い浪江町に帰りたい

▲年齢より若く見える矢野正さん（79歳）と長女の千鶴子さん

東京都
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私たちは、浪江町に住む両親と叔母の７人で、３

月15日に新潟に避難してきました。新潟市出身の妻

の実家に避難した後、新潟市の公営住宅に引っ越し

ました。その後、７人では、狭かったため両親と叔

母、私たち夫婦と子ども２人の２世帯にわかれて、

民間の借り上げ住宅に引っ越しました。わかれたと

はいえ、両親と叔母は隣のアパートにいるので、子

どもたちも毎日行き来しています。

子どもたちは友だちもでき、私も仕事が決まり、

新しい生活をスタートさせていますが、時々寂しさ

を感じることもあります。そんなこともあり、離れ

離れになってしまった仲間と電話やメールなどで互

いの暮らしぶりや浪江町の情報などをやりとりして

います。

両親は、先日浪江町から配布されたフォトビジョ

ン（電子回覧板）を活用し、情報を受け取っていま

す。県外にいる者にとって、情報が届かなくなるこ

とは不安なので、こうした広報紙や電子回覧などの

しくみはありがたいです。これからもふるさとを思

いながら暮らしていきたいですし、心の支えにつな

がるので、今後も続けてほしいです。

木村　　敏さん（幾世橋）
取材者：（特活）新潟ＮＰＯ協会  富澤
取材日：９月10日

これからもふるさとを思いながら、暮らしていきたい
新潟県

鈴木　荘司さん・みよ子さん（幾世橋）
取材者：地域社会デザイン・ラボ  遠藤
取材日：10月16日

今一番の楽しみは、浪江の知人・友人と話をすること
宮城県

▲左から敏さん、陽菜ちゃん、真樹子さん、天馬くん

　町で３代続く、はんこ屋だった木村さん。一家
７人で新潟市に避難し、今は２世帯にわかれて生
活している。

　震災後、仙台そして秋田に避難し、その後４月
中旬から仙台市太白区の集合住宅に在住。荘司さ
ん、みよ子さん、息子さんの３人で暮らす。近く
には娘さんや甥子さんが在住され、行き来して助
け合いながら暮らしている。ご自宅は幾世橋芋頭。

浪江で暮らしているときは、商店を経営してい

ました。思い出す

のは、店に買い物

に来てくださった

方たちの顔。振り

返ると感謝の気持

ちでいっぱいで

す。故郷を離れて

みて感じたのは、

浪江は気候が穏や

かで海・山・川が

あり季節ごとに楽

しい町だったなということ。悪い所は一つもあり

ませんね。

今住んでいる集合住宅は、静かで緑も見え、そ

して、病院やスーパーも近くにあり、暮らすとい

う点では申し分ありません。ですが、家にこもっ

てばかりではダメになると思い、仙台を知るため

に自転車で出かけたり、近所のお店の手伝いやボ

ランティア活動などをしています。こんな生活の

中で楽しいと思えるのは、浪江で一緒だった友人・

知人と会い話をすること。先日は、仙台駅近くで

浪江町出身の方が店をオープンされたので訪問し

ました。

今の思いは、「浪江町をルーツに持つ人たちのご

恩に報いるためにも必ず帰りたい！」ですが、元

の商売を再開できるかが悩みです。今はそのとき

に備え、自分は何ができるかを考えプランを練り、

行政の力も借りながら頑張りたいです。復興には個々

の力が大切だと思っています。▲避難先の集合住宅のリビングにて

ひ　な てん ま
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数
日
前
に
、
浪
江
の
自
宅
に
初
め

て
一
時
帰
宅
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
雑
草
な
ど
で
荒
れ
果
て
た
街
並

み
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
避

難
後
は
い
つ
も
テ
レ
ビ
の
中
に
見
て

い
た
浪
江
の
風
景
が
、
実
際
に
目
の

前
に
現
れ
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
震
災

が
現
実
な
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
現
実
を
受
け
止
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
て
前
向
き
に
生
き
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

私
は
、
浪
江
町
児
童
館
で
の
仕
事

中
、
子
ど
も
た
ち
の
帰
宅
時
間
の
た

め
「
さ
よ
う
な
ら
」
を
し
て
い
る
と

き
に
大
き
な
揺
れ
に
遭
い
ま
し
た
。

先
生
方
と
不
安
に
な
る
子
ど
も
た
ち

に
声
を
か
け
、
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
て

か
ら
子
ど
も
た
ち
を
車
に
乗
せ
て
高

台
に
避
難
し
ま
し
た
。
震
災
後
、
離

れ
ば
な
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
長
男

の
恭
介
と
は
５
日
後
に
よ
う
や
く
会

う
こ
と
が
で
き
、
泣
き
な
が
ら
抱
き

あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
津

島
、
会
津
、
郡
山
、
そ
し
て
茨
城
に

あ
る
夫
の
実
家
な
ど
を
転
々
と
し
て
、

い
ま
の
群
馬
県
大
泉
町
の
公
営
住
宅

に
４
月
上
旬
か
ら
住
ん
で
い
ま
す
。

同
じ
建
物
の
中
に
、
福
島
県
か
ら
避

難
さ
れ
て
き
た
ご
家
族
も
何
軒
か
あ

り
、
浪
江
の
方
と
も
親
し
く
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
震
災
後
ま
も

な
く
は
、
津
波
の
夢
を
見
た
り
し
て

眠
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
、
精
神
的
に

不
安
定
な
日
が
続
き
ま
し
た
。
保
育

所
に
通
う
恭
介
も
な
か
な
か
新
し
い

雰
囲
気
に
慣
れ
ず
に
苦
労
し
ま
し
た
。

今
は
、
恭
介
に
も
お
友
だ
ち
が
で
き

て
楽
し
く
通
い
、
運
動
会
で
は
自
転

車
に
乗
り
ス
ラ
ロ
ー
ム
を
披
露
し
ま

し
た
。
知
ら
な
い
土
地
に
き
て
、
仕

事
も
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と

も
あ
っ
て
、
い
ま
は
同
郷
の
皆
さ
ん

と
お
話
し
す
る
こ
と
が
私
の
支
え
で

す
。11

月
は
浪
江
の
十
日
市
で
す
。
こ

ち
ら
で
コ
ス
モ
ス
の
花
を
見
か
け
る

と
、
浪
江
で
も
コ
ス
モ
ス
が
き
れ
い

だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
町

民
の
皆
さ
ん
は
、
ど
こ
で
ど
ん
な
思

い
で
生
活
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
が
ま
っ
た
く
分
か
ら
な
い

こ
と
が
不
安
を
増
し
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
勤
め
て
い
た
浪
江
町
児

童
館
の
子
ど
も
た
ち
や
ご
家
族
の
皆

さ
ん
に
も
お
会
い
し
た
い
で
す
。
８

月
末
に
二
本
松
市
で
開
催
さ
れ
た
児

童
館
の
修
了
式
に
、
恭
介
の
体
調
が

悪
く
出
席
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
と

て
も
残
念
で
す
。
浪
江
町
児
童
館
に

通
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
に
は
、
新

し
い
環
境
で
慣
れ
る
の
に
時
間
が
か

か
る
と
思
い
ま
す
が
、
た
く
さ
ん
食

べ
て
、
遊
ん
で
、
楽
し
く
過
ご
し
て

ほ
し
い
で
す
。

最
初
の
こ
ろ
は
、
す
ぐ
に
で
も
浪

江
町
に
帰
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
子
ど

も
の
安
全
の
こ
と
を
思
う
と
そ
う
も

言
え
な
い
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

た
だ
、
以
前
は
毎
日
の
よ
う
に
孫
の

恭
介
と
会
っ
て
い
た
私
の
両
親
と
も

離
れ
た
ま
ま
で
す
し
、
何
よ
り
も
私

は
生
れ
て
か
ら
ず
っ
と
浪
江
町
で
生

活
し
て
き
ま
し
た
。
い
つ
か
必
ず
皆

さ
ん
と
浪
江
町
で
再
会
で
き
る
日
が

来
る
と
信
じ
て
、
そ
の
日
ま
で
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

遠藤　明美さん（権現堂）
取材者：高崎経済大学 櫻井研究室  櫻井
取材日：10月15日

震災が招いた現実を受け止めて、
　　　　　　　　　前向きに生きていく

群馬県

き
ょ
う
す
け

▲恭介君（５歳）と明美さん
きょうすけ

�������������������

小泉　舞華さん（中２）（川添）
取材者：高崎経済大学櫻井研究室  櫻井・竹内
取材日：10月８日

いつも「浪江のこころ通信」を
　　　　　　　　楽しみにしています

埼玉県

まい　　か

い
ま
住
ん
で
い
る
埼
玉
県
行
田
市

の
ア
パ
ー
ト
は
、
浪
江
町
を
離
れ
て

か
ら
５
カ
所
目
の
住
ま
い
で
す
。

４
月
か
ら
通
っ
て
い
る
中
学
校
で

は
友
だ
ち
も
た
く
さ
ん
で
き
て
、
浪

江
の
と
き
と
同
じ
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

に
所
属
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
中

学
校
は
、
１
学
年
に
５
ク
ラ
ス
も
あ
っ

て
浪
江
東
中
の
２
倍
以
上
の
生
徒
数
、

弟
の
拓
己
が
通
う
小
学
校
は
請
戸
小

の
６
倍
の
生
徒
数
で
す
。
毎
日
楽
し

い
学
校
生
活
で
す
が
、
な
ん
と
な
く

浪
江
の
中
学
校
の
と
き
と
雰
囲
気
が

違
い
ま
す
。
休
み
の
日
な
ど
は
、
友

だ
ち
と
自
転
車
で
隣
町
の
熊
谷
市
に

買
い
物
な
ど
に
行
き
ま
す
が
、
ゆ
っ

く
り
友
だ
ち
と
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い

た
浪
江
の
と
き
の
過
ご
し
方
と
は
ち
ょ
っ

と
違
い
ま
す
。
う
ま
く
言
え
ま
せ
ん

が
、
浪
江
と
は
時
間
の
流
れ
が
違
う

感
じ
で
す
。

浪
江
の
と
き
の
友
だ
ち
や
担
任
の

井
上
先
生
に
も
会
い
た
い
で
す
。
東

中
学
校
で
仲
良
し
だ
っ
た
友
だ
ち
と

東
京
で
と
き
ど
き
会
っ
た
り
す
る
こ

と
、
そ
れ
か
ら
井
上
先
生
が
メ
ー
ル

を
送
っ
て
く
れ
て
私
た
ち
を
励
ま
し

て
く
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
。

浪
江
に
い
た
こ
ろ
は
、
”Ｗ
ｏ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ

な
み
え
“
と
い
う
よ
さ
こ
い
踊
り
の

チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
、
な
み
え
焼
そ
ば
を
歌
や
踊

り
で
応
援
す
る

”Ｎ
Ｙ
Ｔ
Ｓ
“
の
活

動
に
も
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
し
ば

ら
く
活
動
は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
９
月
の
末
に
磐
梯
熱
海
で
開
催

さ
れ
た
「
う
つ
く
し
ま
よ
さ
こ
い
」

で
久
し
ぶ
り
に
仲
間
と
一
緒
に
よ
さ

こ
い
を
踊
り
ま
し
た
。
本
当
に
楽
し

か
っ
た
で
す
。
そ
う
言
え
ば
、
い
つ

も
な
ら
浪
江
で
は
も
う
す
ぐ
十
日
市

で
す
。
お
い
し
い
な
み
え
焼
そ
ば
も

食
べ
た
い
で
す
。

い
ま
不
安
な
こ
と
は
、
浪
江
で
知

り
合
い
だ
っ
た
人
た
ち
が
、
ど
こ
で

何
を
し
て
い
る
の
か
が
ま
っ
た
く
分

か
ら
な
い
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
、
こ

の
「
浪
江
の
こ
こ
ろ
通
信
」
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
私
た

ち
に
連
絡
が
来
て
い
る
甲
状
腺
の
検

査
な
ど
は
、
浪
江
の
と
き
の
学
校
ご

と
に
実
施
す
れ
ば
み
ん
な
に
も
会
え

る
の
で
は
な
い
か
と
お
母
さ
ん
と
話

し
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
不
安
な
こ
と
は
、
来
年
、

高
校
受
験
に
な
る
の
で
す
が
、
ど
こ

で
受
験
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
決
め

ら
れ
ず
に
い
る
こ
と
で
す
。
福
島
に

帰
れ
る
の
で
あ
れ
ば
福
島
で
受
験
し

た
い
で
す
が
、
こ
ち
ら
で
受
験
す
れ

ば
こ
の
ま
ま
埼
玉
で
生
活
す
る
こ
と

に
な
る
の
か
な
あ
と
思
っ
た
り
し
ま

す
。私

は
早
く
浪
江
町
に
帰
っ
て
、
以

前
の
生
活
が
し
た
い
で
す
。
い
つ
か

み
ん
な
に
会
え
る
ま
で
、
勉
強
も
ス

ポ
ー
ツ
も
頑
張
り
ま
す
。

７
月
末
か
ら
23
日
間
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
行
き
ま

し
た
。
初
め
て
の
経
験
で
し
た
が
た

く
さ
ん
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
イ
ペ
ー
ス
で
元
気
に
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。

▲弟の拓己君（左）と舞華さん

た
く
　み

ナ
　
イ
　
ツ
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福島県

紺野　堅吉さん（南津島）
取材者：（特活）ビーンズふくしま  豊田
取材日：10月６日

郡山市熱海から皆さんへ
　現在、福島県の郡山市熱海町で借り上げ住宅に暮らしている
紺野さん。父と妻、娘の４人で暮らしています。故郷をはなれ
て、環境に馴染むのに時間がかかりましたが落ち着き始めた様
子です。浪江への思いが強いことが感じられました。

■
懐
か
し
く
思
う
風
景

震
災
の
後
、
私
た
ち
家
族
９
人
は

３
月
13
日
に
郡
山
市
大
槻
町
に
避
難

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
娘
夫
婦
と
孫

は
茨
城
県
の
つ
く
ば
市
へ
と
移
り
ま

し
た
。
私
と
妻
、
父
、
娘
の
４
人
は

３
月
20
日
に
、
こ
こ
熱
海
町
の
借
り

上
げ
住
宅
へ
と
越
し
て
き
て
仕
事
に

着
き
ま
し
た
。
熱
海
町
は
温
泉
地
と

し
て
有
名
で
、
時
折
利
用
し
て
心
と

体
を
癒
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
の
生
活
に
も
当
初
よ
り
慣
れ

て
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
津
島
の
風

景
が
懐
か
し
く
思
い
、
心
寂
し
く
思

う
と
き
は
あ
り
ま
す
。

先
日
の
帰
宅
で
、
震
災
の
後
を
見

て
き
ま
し
た
が
、
復
興
に
時
間
が
か

か
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
私
の

自
宅
も
住
む
こ
と
が
難
し
い
状
況
を

知
り
ま
し
た
。
帰
宅
し
た
こ
と
で
、

故
郷
に
と
て
も
愛
着
が
あ
る
こ
と
を

あ
ら
た
め
て
実
感
し
た
機
会
で
も
あ

り
ま
し
た
。

地
元
の
毎
年
あ
る
伝
統
の
祭
り
、

自
宅
近
く
で
よ
く
い
っ
て
い
た
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
な
ど
、
思
い
出
深
い
景

色
が
鮮
明
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

な
に
よ
り
、
一
番
は
浪
江
の
方
々

の
姿
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
と
も
に

仕
事
を
し
て
き
た
仲
間
、
近
隣
の
方
々
、

長
年
の
友
人
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
方

に
お
会
い
し
た
い
気
持
ち
が
強
い
で

す
。
人
と
人
と
の
絆
が
と
て
も
大
切

な
も
の
だ
と
、
あ
ら
た
め
て
気
付
き

ま
し
た
。

今
は
、
周
り
に
知
っ
て
い
る
方
が

少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
熱
海
に
は

浪
江
の
方
が
も
う
一
人
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
が
、
近
く
に
知
人
・
友
人
が

い
な
い
こ
と
で
お
会
い
で
き
な
い
こ

と
が
不
憫
に
感
じ
ま
す
。
父
も
同
じ

よ
う
に
感
じ
て
い
て
、
家
族
が
不
安

に
思
っ
て
い
ま
す
。

■
ま
た
お
会
い
で
き
る
日
を

緑
豊
か
な
故
郷
に
帰
れ
る
日
を
待

ち
望
ん
で
い
ま
す
。
町
に
戻
れ
る
日

が
来
た
ら
、
落
ち
着
い
て
生
活
し
た

い
で
す
。
行
き
つ
け
だ
っ
た
居
酒
屋

で
友
人
た
ち
と
飲
み
た
い
で
す
。
い

つ
か
ま
た
会
え
る
日
が
来
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
気
を
落
と
さ
な
い
で
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

▲またお会いできるのを楽しみに

�������������������

原田　徳郎さん（立野）
取材者：（特活）ビーンズふくしま  中鉢
取材日：10月16日

つながりを取り戻して、
浪江に帰ることのできる見通しが持ちたい

　原田さんは、定年退職後に家業の梨づくりを継い
で５年になり、まさにこれからというときの震災・
原発事故だったそうです。３月12日に避難の指示
があり、家族で福島市の福島高校の避難所へ避難。
その後土湯温泉の２次避難所へ移り、５月末から家
族５人で福島市町庭坂の借上住宅で生活しています。

福島県

地
震
の
と
き
は
梨
畑
で
仕
事
を
し

て
い
る
と
き
で
し
た
。
ひ
ど
い
揺
れ

で
梨
の
木
に
し
が
み
つ
い
て
い
ま
し

た
。
２
回
目
の
揺
れ
も
来
て
、
こ
れ

は
ひ
ど
い
と
感
じ
ま
し
た
。
家
に
戻
っ

た
ら
、
中
は
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
に
な
っ

て
い
て
、
お
さ
ま
っ
て
か
ら
片
づ
け

を
し
ま
し
た
が
、
電
話
も
通
じ
ず
、

夜
は
ろ
う
そ
く
の
生
活
で
、
双
葉
町

の
作
業
所
に
勤
め
て
い
た
家
内
も
一

晩
帰
っ
て
こ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
３

月
12
日
、
家
内
が
作
業
所
の
メ
ン
バ
ー

２
人
を
連
れ
て
戻
っ
て
き
た
の
で
、

そ
の
家
族
の
消
息
を
探
し
て
富
岡
・

川
内
と
ま
わ
り
ま
し
た
が
、
見
つ
か

ら
ず
12
日
の
夜
に
は
再
び
家
に
戻
っ

て
き
ま
し
た
。
夜
、
防
災
無
線
で
20

㎞
圏
内
避
難
の
指
示
が
出
た
の
で
、

父
・
母
・
私
・
家
内
・
息
子
の
５
人

と
作
業
所
の
メ
ン
バ
ー
２
人
と
犬
を

連
れ
て
、
車
２
台
で
着
の
身
着
の
ま

ま
で
避
難
し
ま
し
た
。
津
島
、
川
俣

と
避
難
し
て
行
き
ま
し
た
が
、
ど
こ

も
い
っ
ぱ
い
で
、
夜
中
の
１
時
半
す

ぎ
に
福
島
高
校
の
避
難
所
に
た
ど
り

着
き
ま
し
た
。
街
中
の
避
難
所
だ
っ

た
の
で
医
療
的
な
面
な
ど
で
は
よ
か
っ

た
り
、
避
難
者
同
士
お
互
い
の
顔
が

見
え
た
の
は
心
強
か
っ
た
で
す
。
た

だ
、
ま
だ
寒
い
時
期
で
の
体
育
館
の

生
活
は
こ
た
え
ま
し
た
。
４
月
７
日

ま
で
避
難
所
で
生
活
し
、
次
に
２
次

避
難
で
土
湯
温
泉
の
旅
館
に
移
り
ま

し
た
。
少
し
は
落
ち
着
い
た
も
の
の
、

家
族
５
人
で
１
部
屋
の
狭
さ
で
す
。

旅
館
に
い
る
間
に
家
探
し
を
し
ま
し

た
が
、
家
を
決
め
て
か
ら
入
居
ま
で

に
は
手
続
き
な
ど
も
あ
っ
て
１
カ
月

か
か
り
ま
し
た
。
土
湯
温
泉
に
は
５

月
27
日
ま
で
い
た
の
で
す
が
、
借
上

げ
住
宅
に
移
っ
た
の
は
早
い
方
だ
と

思
い
ま
す
。

借
上
げ
住
宅
な
の
で
、
ま
っ
た
く

近
所
に
知
り
合
い
が
い
な
い
状
態
で

し
た
。
携
帯
電
話
で
連
絡
先
が
わ
か
っ

て
い
る
知
り
合
い
の
と
こ
ろ
や
親
戚

の
と
こ
ろ
に
は
行
っ
て
み
た
り
し
て

い
ま
す
。
同
じ
地
区
の
方
で
も
バ
ラ

バ
ラ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
友
だ
ち
や

同
級
生
の
消
息
、
お
互
い
の
様
子
も

知
り
た
い
で
す
。

家
や
畑
が
警
戒
区
域
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
後
、
２
回
の
一
時
帰
宅
が
あ

り
ま
し
た
が
、
畑
は
す
っ
か
り
草
に

覆
わ
れ
て
、
動
物
が
寝
そ
べ
っ
た
跡

が
あ
っ
た
り
、
人
が
住
ま
な
い
状
態

に
な
る
と
こ
ん
な
に
荒
れ
て
し
ま
う

も
の
か
と
思
い
ま
し
た
。

家
の
中
の
も
の
は
倒
れ
た
り
、
壊

れ
た
り
し
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、

建
物
や
屋
根
は
無
事
で
し
た
。
た
だ
、

電
気
や
水
道
も
通
じ
て
い
な
い
し
、

警
戒
区
域
で
許
可
な
く
入
る
と
罰
せ

ら
れ
る
。
す
ぐ
に
帰
れ
な
い
と
い
う

の
が
残
念
で
す
。

生
活
は
な
る
よ
う
に
し
か
な
ら
な

い
け
れ
ど
、
家
な
ら
で
き
る
こ
と
が
、

な
か
な
か
自
分
の
思
う
よ
う
に
い
か

な
い
と
感
じ
ま
す
。
横
の
つ
な
が
り

が
切
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
ど
う
い

う
形
で
取
り
戻
し
て
い
っ
た
ら
い
い

の
か
。
鉄
道
や
道
路
も
南
北
に
分
断

さ
れ
て
い
る
状
況
な
の
で
地
域
的
に

は
相
当
な
ダ
メ
ー
ジ
で
す
。

今
は
、
い
つ
帰
れ
る
の
か
誰
も
わ

か
ら
な
い
状
態
で
す
。
役
場
も
皆
も

大
変
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
情
報
や

見
通
し
が
ほ
し
い
で
す
。

▲左から
　徳郎さん、妻の知恵子さん、母の喜代さん、父の繁雄さん
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浪江のこころ通信

福島県

木幡　風音さん（苅宿）
取材者：（特活）ビーンズふくしま  豊田
取材日：10月11日

いちょうの木がまた見たい
　寒さに凍える中、スパイクを持って避難した風音さん。地震
の翌日は、とても楽しみに待ち望んでいたステージで走れるこ
とを願って、スパイクを持っていました。今もなお陸上を続け、
大会にむけて日々努力しています。

地
震
が
あ
っ
て
避
難
し
た
の
は
12

日
の
夜
で
し
た
。
父
と
母
と
私
は
、

原
町
の
馬
事
公
苑
へ
車
で
行
き
、
14

日
ま
で
居
ま
し
た
。
15
日
の
早
朝
に
、

自
宅
に
ガ
ソ
リ
ン
を
取
り
に
行
っ
て

か
ら
、
新
潟
経
由
で
石
川
県
の
実
家

へ
と
行
き
、
５
月
の
連
休
明
け
に
郡

山
市
へ
と
来
ま
し
た
。
新
潟
の
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
で
初
め
て
温
か
い
食

事
を
し
た
こ
と
が
、
心
に
残
っ
て
い

ま
す
。

今
は
、
郡
山
市
の
貸
家
で
父
と
母

と
３
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

か
ら
郡
山
北
高
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。

郡
山
北
高
校
の
中
に
、
サ
テ
ラ
イ
ト

高
と
し
て
小
高
工
業
高
校
内
に
ク
ラ

ス
が
あ
り
ま
す
。
学
校
で
は
、
少
し

ず
つ
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
転
校
し
て
い

き
ま
す
が
、
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
が

で
き
ま
し
た
。
親
身
な
先
生
が
い
ま

す
の
で
安
心
し
て
い
ま
す
。

学
校
だ
け
で
な
く
い
ろ
ん
な
人
と

知
り
合
え
て
、
友
だ
ち
に
な
れ
る
こ

と
が
楽
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
な
に
よ
り
、
陸
上
を
続
け
ら
れ
る

こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

陸
上
に
ず
っ
と
打
ち
込
ん
で
き
て
、

小
高
工
業
高
校
に
入
っ
て
か
ら
大
好

き
な
先
輩
と
リ
レ
ー
を
す
る
こ
と
が

夢
の
ひ
と
つ
で
し
た
。
そ
の
夢
は
叶

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
次
の
新
し
い

夢
を
も
っ
て
部
活
に
励
ん
で
い
ま
す
。

石
川
県
の
実
家
に
い
た
と
き
に
、

両
親
か
ら
石
川
の
星
稜
高
校
へ
入
る

こ
と
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
「
福
島

に
帰
り
た
い
。」
と
の
気
持
ち
が
強
く
、

こ
ち
ら
に
来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
、
福
島
に
い
る
と
落
ち
着

き
ま
す
。

浪
江
町
の
風
景
、
自
分
の
家
が
懐

か
し
く
思
い
ま
す
。
一
番
好
き
な
と

こ
ろ
は
、
自
分
の
部
屋
か
ら
見
え
る

大
き
な
い
ち
ょ
う
の
木
で
す
。
こ
の

季
節
は
紅
葉
し
て
と
て
も
き
れ
い
で
、

見
て
い
る
だ
け
で
癒
さ
れ
ま
す
。

毎
年
、
元
旦
は
初
日
の
出
を
見
に

請
戸
海
岸
ま
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。

早
朝
に
１
時
間
か
け
て
行
っ
て
、
体

が
か
じ
か
む
ほ
ど
寒
か
っ
た
で
す
が
、

そ
の
景
色
を
友
だ
ち
と
一
緒
に
見
る

こ
と
が
と
て
も
好
き
で
し
た
。

学
校
の
近
く
の
「
い
ど
が
わ
商
店
」

も
思
い
出
深
い
で
す
。
よ
く
帰
り
に
、

友
だ
ち
と
一
緒
に
立
ち
寄
っ
て
い
ま

し
た
。

思
い
出
す
度
に
「
町
に
帰
り
た
い
」

と
感
じ
ま
す
。

今
は
、
地
元
に
帰
れ
な
く
て
つ
ら

い
で
す
け
ど
、
い
つ
か
帰
れ
る
日
に

向
け
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

▲ふるさとを思い出すたびに帰りたいと思います

かざ　 ね
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天野　慶子さん（権現堂）
取材者：（特活）市民公益活動パートナーズ  佐藤
取材日：10月７日

「そろそろ、『こうだったら』という思いを、
　言葉にしてもいいかな？」と思っています

　浪江町権現堂に住んでいました。今は、福島市笹
谷の笹谷東部仮設住宅に落ち着きました。仮設住宅
に入居とともに、浪江町同様に福島市内の郵便局で
働きはじめました。浪江町では、浪江のこころ通信
第３号に登場した婦人消防隊長木幡豊子さんの元で、
副隊長をしていました。

福島県

３
月
11
日
は
、
浪
江
郵
便
局
で
勤

務
中
で
し
た
。
す
ぐ
に
お
客
さ
ま
の

安
全
避
難
誘
導
に
務
め
、
最
後
の
お

客
さ
ま
を
お
見
送
り
し
た
後
、
主
人

と
小
野
田
に
住
む
実
母
と
連
絡
を
取

り
合
い
、
高
台
へ
向
か
い
ま
し
た
。

高
瀬
球
場
、
浪
江
中
学
校
、
そ
し
て

再
び
小
野
田
へ
。

12
日
早
朝
、
「
津
島
へ
避
難
を
」

の
防
災
無
線
の
呼
び
か
け
に
、
浪
江

高
校
津
島
分
校
へ
向
か
い
ま
し
た
。

い
つ
も
だ
っ
た
ら
そ
ん
な
に
時
間
が

か
か
ら
ず
に
着
け
る
と
こ
ろ
な
の
に
、

車
が
ま
っ
た
く
動
か
ず
、
着
い
と
き

は
も
う
10
時
を
ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

や
っ
と
の
思
い
で
着
い
た
津
島
分
校

は
、
大
き
な
揺
れ
で
校
内
は
メ
チ
ャ

ク
チ
ャ
な
上
、
原
発
が
深
刻
な
事
態

に
尋
常
で
な
い
数
の
人
が
押
し
寄
せ
、

非
情
な
様
相
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

大
勢
の
人
々
の
中
に
法
被
を
着
た
消

防
団
員
の
姿
を
目
に
し
、
私
は
婦
人

消
防
隊
副
隊
長
を
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
車
の
中
に
常
に
法
被
を
入
れ
て

い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
す
ぐ
に
法

被
を
着
て
消
防
団
員
の
方
々
や
教
頭

先
生
は
じ
め
先
生
方
と
、
寒
さ
の
な

か
消
防
車
を
フ
ル
稼
働
さ
せ
、
食
糧

の
調
達
・
配
給
・
簡
易
お
手
洗
い
の

設
営
な
ど
に
走
り
ま
し
た
。
忘
れ
も

し
ま
せ
ん
、
そ
う
や
っ
て
走
り
回
っ

て
の
最
初
の
食
糧
配
給
は
、
８
枚
切

の
食
パ
ン
が
一
人
１
枚
で
し
た
。

13
日
に
は
、
人
々
の
数
は
６
０
０
〜

７
０
０
人
に
増
え
、
最
大
で
は
１，
０

０
０
人
の
人
々
が
、
教
室
や
廊
下
に

あ
ふ
れ
ま
し
た
。
思
い
も
よ
ら
な
い

こ
と
が
次
々
と
持
ち
上
が
り
、
校
内

中
の
ポ
ッ
ト
や
ス
ト
ー
ブ
を
か
き
集

め
る
な
ど
、
赤
ち
ゃ
ん
や
高
齢
者
の

方
、
お
体
の
不
自
由
な
方
へ
の
対
応
、

と
皆
さ
ん
と
知
恵
を
出
し
合
い
、
婦

人
消
防
隊
員
と
し
て
も
う
無
我
夢
中

で
し
た
。
そ
の
後
、
寒
さ
の
避
難
生

活
に
高
齢
の
母
の
体
調
が
気
に
か
か

り
、
妹
の
住
む
福
島
市
へ
避
難
し
ま

し
た
。

今
、
一
番
会
い
た
い
と
思
う
の
は
、

そ
ん
な
非
常
時
に
出
会
っ
た
人
々
で

す
。
わ
が
身
を
忘
れ
、
目
の
前
で
次
々

起
こ
る
事
態
の
収
拾
に
、
一
緒
に
力

を
尽
く
し
た
言
わ
ば
チ
ー
ム
津
島
分

校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲
間
た
ち
で
す
。

８
月
に
、
福
島
市
の
北
幹
線
第
一
仮

設
住
宅
（
福
島
北
警
察
署
北
側
）
で

開
か
れ
た
盆
踊
り
大
会
で
、
た
く
さ

ん
の
浪
江
町
の
人
に
会
う
こ
と
が
で

き
、
な
み
え
焼
そ
ば
を
口
に
で
き
た

の
は
、
久
し
ぶ
り
に
感
じ
た
安
ら
ぎ

で
し
た
。
11
月
の
あ
の
に
ぎ
や
か
な

十
日
市
の
お
祭
り
も
、
盆
踊
り
大
会

の
よ
う
に
こ
ち
ら
で
開
く
な
ど
、
浪

江
町
の
人
が
定
期
的
に
集
え
る
機
会

が
で
き
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

初
め
て
の
福
島
、
初
め
て
の
仮
設

住
宅
で
す
が
、
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き

ま
し
た
。
救
命
救
急
普
及
員
と
し
て

の
活
動
は
じ
め
、
何
か
お
役
に
立
て

る
こ
と
を
こ
の
仮
設
住
宅
か
ら
再
開

で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ

今
の
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
言
え
る
思

い
を
、
言
葉
に
出
し
て
も
い
い
か
な
、

と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲すてきな笑顔って、結構難しいかな？
　（いえいえ、すてきです！取材者）
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